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微酸性電解水（有効塩素濃度 30 mg/L、pH 6.0）の食品環境カビ・酵母 30 株（23 属 30 種）に対する殺

菌効果について、生残率 0.01％以下および 1％以下への減少効果を指標として評価した。その結果、微酸

性電解水は、大半のカビに対して 60 秒の処理で生残率 0.01％以下、30 秒の処理で生残率 1％以下の殺菌

効果を示した。性質別（絶対好湿性、好湿性、耐乾性、好稠性）の微酸性電解水への抵抗性を比較すると、

絶対好湿性や好湿性より耐乾性や好稠性のカビの抵抗性が高い傾向にあった。主要食品危害カビである

Cladosporium（好湿性）と Penicillium（耐乾性）に対して、微酸性電解水は 200 mg/L 次亜塩素酸ナトリウ

ム希釈液と同様の効果が得られた。一方、Chaetomium（好湿性）は非常に抵抗性であった。以上の結果

を総合的にみて、食品環境カビに対して微酸性電解水は概ね良好な殺菌効果を示すと評価された。なお、

全体的に見て、次亜塩素酸ナトリウム希釈液の殺カビ効果は微酸性電解水より良好であった。また、エ

タノール製剤（50％および 67.1％）も試験した結果、微酸性電解水よりも全般的に顕著な殺カビ効果を

示すことが認められた。 
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１．緒言 

食品や食品製造環境周辺には多種多様なカビが生息し、

食品の表面や製造環境の器物表面に胞子状態で付着して

いる 1,2)。カビ汚染を予防するために物理的・化学的な対

策がとられて消費者へ提供されている 3,4)。しかし、食品

のカビ対策に高温処理や高濃度薬剤を使用することは、

食品の質および安全性から制約がかかることが多い。ま

た、製造環境ではカビ発生予防として乾燥や化学的処理

が考慮されるが、食品製造工程で水が不可欠なことが多

く、また薬剤の残存性も指摘される。そのために清浄とす

る食品や清潔な環境であっても、カビ汚染する危険性を

ゼロとすることが困難となる。栄養分の多い食品や食品

製造環境周辺は、水を利用することが多く、カビにとって

発生しやすい条件が揃っている。現実にカビによる食品

事故の多くは、何らかの形で高湿度、含水と関わってくる。

そのためカビによる事故は免れない状況にある。 

そこで、食品や製造環境周辺でのカビ被害を最小限に

止めるべく物理的あるいは化学的対策が講じられること

になる。物理的な対策は低温、高温、乾燥などであるが、

上述のように食品製造環境は水を多用するので乾燥は期

待できない。化学的な対策の場合は、消毒剤の残存性や安

全性が危惧される。これらの問題点の解決策の一つとし

て、食品添加物に指定されている酸性電解水（次亜塩素酸

水）5)の活用が挙げられる。今回の実験では、微酸性電解

水 6)に限ってカビに対する有効性を検討することとした。 

 

２．材料および方法 

１）供試試料 

a) 微酸性電解水： 有効塩素濃度 30 mg/L、pH 6.0 のもの

を、微酸性電解水生成装置ピュアスターミュークリー

ンⅡ（森永乳業㈱）を用いて生成した。 

b) 次亜塩素酸ナトリウム希釈液： 市販の6％溶液（サラ

ヤ㈱ジアノック）を有効塩素濃度 200 mg/Lになるよう

蒸留水で希釈して使用した。 

c) エタノール50.0 w/w％ 配合アルコール製剤（サラヤ㈱

アルペットNV）： エタノール（50.0 w/w％）、グリセリ

ン脂肪酸エステル（0.2 w/w%）、クエン酸（0.5 w/w％）、

クエン酸ナトリウム（0.1 w/w％）、グリセリン（0.1 w/w％）   

d) エタノール 67.1 w/w％配合アルコール製剤（サラヤ㈱

アルペットHM）： エタノール（67.1 w/w％）、グリセリ

ン脂肪酸エステル（0.3 w/w％）、グリセリン（0.2 w/w％）、

乳酸ナトリウム（0.65 w/w％） 
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２）供試食品由来カビ・酵母 

食品由来カビは、表 1 に示すカビ相談センターで分離

同定した株および桐生大学所有株を用いた。カビ27株（20

属 27種）は25℃で1週間、酵母 3株（3属 3種）は30℃

で 2～3日間前培養後、0.05％ Tween80添加生理食塩水を

用いてそれぞれの菌液（105 /mLオーダーの生菌濃度）を

調製した。 

 

３）試験法 

1) 試験１．供試試料のカビ・酵母に対する有効性評価 

表 1 のカビ・酵母に対する微酸性電解水による殺菌効

果を、次亜塩素酸ナトリウム希釈液およびエタノール製

剤 2種と比較して試験した。生残率0.01％以下および1％

以下を殺菌効果の指標とした。 

5 mLの供試試料4種類および対照として5 mLのPDB

（ポテトデキストロースブロス）に、それぞれ調製した菌

液を 0.1 mL添加した。添加後 30秒、60秒、120秒、5分

の処理時間毎にその0.1 mLをPDB 5 mLに添加して撹拌

した。25℃で5日間静置培養し、カビ・酵母の生育を観察

した。 

微酸性電解水および次亜塩素酸ナトリウムはカビ・酵

母 30 種 30 株、エタノール製剤 2 種はカビ 20 種 20 株に

対して試験を行った。 

 

2) 試験２：微酸性電解水の食品環境カビに対する経時的

殺菌効果 

食品環境カビ 5 種 5 株およびCladosporium 3 種 5 株、

Penicillium 5種5株に対する微酸性電解水の経時的殺菌効

果を以下のように試験した。 

5 mLの微酸性電解水およびDW（対照滅菌水）に、そ

れぞれの菌株の胞子液を0.1 mL添加撹拌し、15秒、30秒、

45秒、60秒、90秒、120秒、180秒後毎にその0.2 mLを

1.8 mLの PDBに添加した。その 0.1 mLをPDA培地（ポ

テトデキストロース寒天培地）に接種し、25℃で7日間培

養し生菌数を測定した。 

 

３．結果 

供試試料の殺菌効果を評価するにあたり、カビ・酵母の

生残率0.01％以下、および生残率 1％を指標とした。生育

結果は、生育なし（－）、わずかに生育（±）、生育（+）、

よく生育（++）、著しく生育（+++）と 5段階表記した。 

１）供試試料のカビ・酵母に対する有効性 

表 2 は、絶対好湿性カビ 2 属 2 種と酵母 3 属 3 種の菌

株に対する供試試料4種の殺菌効果（有効性評価）を示し

ている。その結果、微酸性電解水処理ではRhodotorula を

除く 4種のカビ・酵母は30秒処理で生残率0.01％以下と

なった。Rhodotorula は 60秒処理で生育が見られ、120秒

処理で生残率0.01％以下となり、比較的抵抗性を示した。

表 1. 試験で使用したカビ・酵母 

 試験 1.で使用した菌株 

絶対好湿性カビ 

     酵母 

Acremonium sp. KSS0180, Aureobasidium pullulans KSS0387 

Rhodotorula rubra KSS0247＊, Candida albicans KSS0246＊, Pichia anomala KSS0485＊ 

好湿性カビ Cladosporium cladosporioides KSS0430, C. sphaerospermum KSS0125, Fusarium oxysporum KSS0429,  

Alternaria alternata KSS0476, Geotrichum candidum KSS0463, Rhizopus stolonifer KSS0474, Trichoderma sp. 

KSS0320, Chaetomium globosum KSS0022, Botrytis cinerea KSS0456 

耐乾性カビ Aspergillus terreus KSS0451, A. flavus KSS0371, A. ochraceus STI0112, Penicillium rugulosum KSS0421,  

P. glabrum KSS0420, P. oxalicum KSS0407, P. camemberti KSS0080, Paecilomyces lilacinus KSS0305,  

P. variotii KSS0512, Scopulariopsis brevicaulis KSS0194 

好稠性カビ Eurotium chevalieri KSS0508, Wallemia sebi KSS0410 

その他 Neosartorya fischeri KSS0425, Byssochlamys nivea KSS0364, Talaromyces sp. KSS0367, Monascus ruber KSS0423 

*：酵母、KSS：NPO法人カビ相談センター標準株  STI：桐生大学所有株 

試験 2.で使用した菌株 

好湿性カビ Cladosporium cladosporioides KSS0430, C. cladosporioides KSS0432, C. sphaerospermum KSS0121,  

C. sphaerospermum KSS0123, C. herbarum KSS0353, Alternaria alternata KSS0467 

耐乾性カビ Aspergillus flavus KSS0371, Penicillium commune KSS0048, P. oxalicum KSS0407,P. implicatum KSS0223,  

P. rugulosum KSS0421, P. digitatum KSS0089, P. citrinum KSS0221 

好稠性カビ Eurotium chevalieri KSS0508 
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一方、次亜塩素酸ナトリウムとエタノール製剤2種では、

試験対象のカビ・酵母全て30秒処理で生残率0.01％以下

になった。 

表 3は、好湿性カビ（8属9種）に対する供試試料4種

の殺菌効果（有効性評価）を示している。微酸性電解水お

よび次亜塩素酸ナトリウムは 9 種 9 株のカビ、エタノー

ル製剤 2 種は 8 種 8 株のカビを対象に試験した。その結

果、微酸性電解水では 7 種のカビが 30 秒処理で生残率

1 ％以下となった。また、 2 菌種（Cladosporium 

cladosporiodes と Fusarium oxysporum）は 30 秒処理で、5

種のカビは60秒処理で生残率0.01％以下となった。一方、

次亜塩素酸ナトリウムでは、6種のカビが30秒処理、1種

が 60 秒処理、1 種が 120 秒処理で生残率 0.01％以下にな

った。しかし、1種（Chaetomium  globosum）だけは、微酸

性電解水および次亜塩素酸ナトリウムの 5 分処理でも生

残率 1％以下とならず、抵抗性を示した。エタノール製剤

では、C. globosumを含めて 8種 8株のカビ全てが30秒処

理で生残率0.01％以下になった。 

表 4 は、耐乾性カビ 4 属（Aspergillus, Penicillium, 

Paecilomyces, Scopulariopsis）に対する供試試料4種の殺菌

効果（有効性評価）を示している。微酸性電解水および次

亜塩素酸ナトリウムの場合は 10 種 10 株のカビ、エタノ

ール製剤 2 種の場合は 5 種 5 株のカビを用いて試験を行

った。 

その結果、微酸性電解水では、30秒処理で1種のカビ、

60 秒処理で 4 種のカビ、120 秒処理で 3 種のカビが生残

率 1％以下となった。2 種のカビ（Aspergillus flavus と

Paecilomyces lilacinus）は、5分処理で生残率1％以下とな

り、この 2種の抵抗性が高いことが示された。P. variotiiを

除いていずれの菌種も 5 分処理で生残率 0.01％以下にな

った。 

次亜塩素酸ナトリウムでは、5 種のカビは 30 秒処理で

生残率1％以下となった。また、2種が 30秒処理、3種が

60秒処理、4種が120秒処理、1種（Penicillium oxalicum）

が 5 分処理で生残率 0.01％以下となった。エタノール製

剤では、5 種のカビは 30 秒で生残率 1％以下となった。

エタノール50.0 v/v％製剤では、30秒～60秒処理でも2種

のカビで生残率 0.01％にならなかったが、67.1 v/v％製剤

では5種のカビとも30秒処理で生残率0.01％以下となっ

た。 

表 5は、2属 2種の好稠性カビに対する供試試料の殺カ

ビ効果（有効性評価）を示している。微酸性電解水では、

Eurotium は 5 分処理でも生残率 0.01％にはならず抵抗性

が見られた。次亜塩素酸ナトリウムおよびエタノール製

剤に対してもEurotiumは抵抗性を示した。一方、Wallemia

は抵抗性が弱く、微酸性電解水 60 秒処理で生残率は

0.01％以下となった。次亜塩素酸ナトリウムと2種のエタ

ノール製剤ではいずれも30秒処理で0.01％以下の生残率

となった。 

表 2. 供試試料4種の絶対好湿性カビ・酵母に対する殺菌効果 

菌株 供試試料 
生残率0.01％以下 生残率1％以下 

cont. 30s 60s 120s 300s cont. 30s 60s 120s 300s 

Acremonium sp. KSS0180 微酸性電解水 

+++ 

－ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Aureobasidium pullulans 

 KSS0387 

微酸性電解水 

+++ 

－ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Rhodotorula rubra  

 KSS0247 

微酸性電解水 
++ 

++ ++ － － 
+ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

Candida albicans KSS0246 微酸性電解水 
++ 

－ － － － 
++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

Pichia anomala KSS0485 微酸性電解水 
++ 

－ － － － 
++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

－：生育なし、+：生育がみられる、++：よく生育している、+++：著しく生育している 
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表 6 は、上記（表 2～5）以外のカビ 4 属 4 種に対する

供試試料の殺菌効果（有効性評価）を示している。微酸性

電解水処理では Byssochlamys と Monascus は 30 秒処理で

生残率 1％以下となり、60 秒処理で Neosartorya と

Taralomycesも1％以下の生残率となった。しかし、生残率

0.01％の評価では、Taralomyces以外の3種のカビは120秒

処理でも生残し、Neosartorya とByssochlamysは 5 分処理

でも生残率 0.01％以下にならなかった。次亜塩素酸ナト

リウム処理では、4 種のカビはすべて 30 秒処理で生残率

1％以下となり、中でもNeosartoryaは 30秒処理で生残率

0.01％以下となった。エタノール製剤処理では、試験しな

かった Taralomyces 以外の 3 種のカビはすべて 30 秒処理

で生残率 1％以下となった。エタノール 50.0 v/v％製剤で

は 2種のカビ、67.1 v/v％製剤では 3種のカビが、30秒処 

表 3. 供試試料4種の好湿性カビに対する殺菌効果 

菌株 供試試料 
生残率0.01％以下 生残率1％以下 

cont. 30s 60s 120s 300s cont. 30s 60s 120s 300s 

Cladosporium cladosporioides 

 KSS0430 

微酸性電解水 

+++ 

－ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

C. sphaerospermum KSS0125 微酸性電解水 
++ 

+ － － － 
++ 

± － － － 

次亜塩素酸Na ++ ± － － + － － － 

Fusarium oxysporum KSS0429 微酸性電解水 

+++ 

－ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Alternaria alternate KSS0476 微酸性電解水 

+++ 

+ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Geotrichum candidum KSS0463 微酸性電解水 

+++ 

+ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Rhizopus stolonifer KSS0474 微酸性電解水 

+++ 

++ － － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Trichoderma sp. KSS0320 微酸性電解水 

++ 

+ － － － 

++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Chaetomium globosum KSS0022 微酸性電解水 

+++ 

++ ++ ++ ++ 

++ 

++ ++ ++ ++ 

次亜塩素酸Na ++ ++ ++ ++ ++ ++ + + 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Botrytis cinerea KSS0456 微酸性電解水 

+++ 

+ + － － 

+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na + － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

－：生育なし ±：わずかに生育 +：生育がみられる ++：よく生育している +++：著しく生育している 
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表 4. 供試試料4種の耐乾性カビに対する殺菌効果 

菌株 供試試料 
生残率0.01％以下 生残率1％以下 

cont. 30s 60s 120s 300s cont. 30s 60s 120s 300s 

Aspergillus terreus KSS0451 微酸性電解水 

+++ 

+++ ± － － 

+++ 

+ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － + － － － 

EtOH 50％ + + ± ± － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Aspergillus flavus KSS0371 微酸性電解水 

+++ 

+++ +++ ++ － 

++ 

++ +++ ++ － 

次亜塩素酸Na ++ － － － +++ － － － 

EtOH 50％ + － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

A. ochraceus STI0112 微酸性電解水 
+++ 

+++ + － － 
+++ 

+ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

Penicillium camembertii KSS0080 微酸性電解水 

+++ 

+++ + －  － 

+++ 

+ + － － 

次亜塩素酸Na +++ + － － － － － － 

EtOH 50％ + + － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

P. rugulosum KSS0421 微酸性電解水 
+++ 

+ － － － 
+++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na + － － － － － － － 

P. glabrum KSS0420 微酸性電解水 
+++ 

+ － － － 
+++ 

+ － － － 

次亜塩素酸Na +++ － － － － － － － 

P. oxalicum.KSS0407 微酸性電解水 
+++ 

+++ + － － 
+++ 

++ + － － 

次亜塩素酸Na +++ +++ + － ++ ++ － － 

Paecilomyces lilacinus KSS0305 微酸性電解水 

+++ 

++ ++ + － 

+++ 

++ ++ + － 

次亜塩素酸Na ++ + + － ++ + + － 

EtOH 50％ + － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

P. variotii KSS0512 微酸性電解水 
+++ 

++ + + + 
+++ 

± － － － 

次亜塩素酸Na ++ + － － － － － － 

Scopulariopsis brevicaulis  

 KSS0194 

微酸性電解水 

+++ 

++ ++ + － 

++ 

+ + － － 

次亜塩素酸Na + + － － + － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

－：生育なし ±：わずかに生育 +：生育がみられる ++：よく生育している +++：著しく生育している 

 

表 5. 供試試料4種の好稠性カビに対する殺菌効果 

菌株 供試試料 
生残率0.01％以下 生残率1％以下 

cont. 30s 60s 120s 300s cont. 30s 60s 120s 300s 

Eurotium chevalieri KSS0508 微酸性電解水 

++ 

++ + ++ ++ 

++ 

+ － － － 

次亜塩素酸Na + + + － + － － － 

EtOH 50％ + + + － + － － － 

EtOH 67.1％ + ± ± －  － － － － 

Wallemia sebi KSS0410 微酸性電解水 

++ 

++ － － － 

++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

－：生育なし ±：わずかに生育 +：生育がみられる ++：よく生育している 
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理で生残率0.01％となった。 

図 1 は、供試したカビ全体に対する各供試試料の経時

的殺菌効果（生残率0.01％における有効性評価）を示して

いる。微酸性電解水の場合、30 秒処理で殺菌されるカビ

は 10 数％であったが、経時的に増加し 120 秒で 70％、5

分で 80％を超えた。次亜塩素酸ナトリウムでは、30秒で

約半数のカビ種、5 分で 90％を超えるカビに殺菌効果を

示した。エタノール製剤では、30秒処理で50.0 v/v％製剤

は 60％超、67.1％製剤は 90％超の殺菌効果を示した。し

たがって、殺菌効果は、微酸性電解水、次亜塩素酸ナトリ

ウム希釈液、エタノール製剤の順に高くなることが明ら

かとなった。 

 

２）微酸性電解水の食品環境カビに対する経時的殺菌効

果 

試験 2 における微酸性電解水の食品環境カビに対する

経時的殺菌効果を図2に示した。図2中、A) の 5種のカ

ビに関しては、30 秒処理で生残率はいずれも顕著に低下

し、90秒処理で検出されなかった。B) はCladosporium 3

種 5株に関する生残率推移を示している。4種は処理時間

15 秒で、残りの 1 種は 60 秒処理で検出されなくなった。

したがって、Cladosporiumは微酸性電解水に対して抵抗性

が極めて弱いことが認められた。C) はPenicilliumに関す

る生残率推移を示している。15 秒処理では菌種によって

生残率に顕著な差が出たが、90 秒で 5 種 5 株とも対数値

1.5 以下に低下し、180秒ではすべて検出されなくなった。

したがって、微酸性電解水は Penicillium に対し有効性が

比較的高いと判断された。 

 

４．考察 

微酸性電解水（有効塩素濃度30 ppm、pH 6.0）の食品環

境カビ・酵母（約 30 菌種）に対する殺菌効果を生残率

0.01％以下および1％以下に減少させる効果を指標として

評価した結果、以下のことが明らかとなった。1) 食品環

表 6. 供試試料4種のその他のカビに対する殺菌効果 

菌株 供試試料 
生残率0.01％以下 生残率1％以下 

cont. 30s 60s 120s 300s cont. 30s 60s 120s 300s 

Neosartorya sp. KSS0425 微酸性電解水 

+++ 

++ ++ ± ± 

+++ 

++ － － － 

次亜塩素酸Na － － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Byssochlamys nivea KSS0364 微酸性電解水 

++ 

++ + ± ± 

++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na + + － － － － － － 

EtOH 50％ ± ± － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

Taralomyces sp. KSS0367 微酸性電解水 
+++ 

++ + － － 
+ 

+ － － － 

次亜塩素酸Na + + － － － － － － 

Monascus ruber KSS0423 微酸性電解水 

++ 

+ + ± － 

++ 

－ － － － 

次亜塩素酸Na + － － － － － － － 

EtOH 50％ － － － － － － － － 

EtOH 67.1％ － － － － － － － － 

－：生育なし ±：わずかに生育 +：生育がみられる ++：よく生育している +++：著しく生育している 

図 1. 供試試料の殺カビ活性の経時変化 
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境カビ・酵母を生残率0.01％以下にする効果は60秒以上

で、生残率 1％以下にする効果は 30 秒でも十分有効であ

った。中でも、主要食品危害カビの Penicillium と

Cladosporiumに対して極めて有効な効果が得られた。これ

に対し、Chaetomium など一部のカビ種に対しては効果が

弱かった。2) 性質別（絶対好湿性、好湿性、耐乾性、好

稠性）に分けて微酸性電解水抵抗性を比較すると、絶対好

湿性や好湿性のカビより耐乾性や好稠性のカビは微酸性

電解水への抵抗性がある傾向にあった。 

酸性電解水の殺カビ効果は強酸性電解水（有効塩素濃

度 10～12 mg/L、pH 2.4）に関しても報告 7)があり、

Cladosporium や Wallemia などに対する高い有効性、

Chaetomium に対する無効性などは今回の微酸性電解水の

効果と共通性が認められる。しかしながら、強酸性電解水

は Penicillium に対して有効性が低いが、Eurotium に対し

て非常に効果的なことなどで微酸性電解水と異なってい

ることも認められる。したがって、酸性電解水の殺カビ活

性は菌種によって pH が影響を及ぼすものと考えられる。

Chaetomium が微酸性電解水にも強酸性電解水にも特異的

に極めて高い抵抗性を示す理由については不明である。 

一方、次亜塩素酸ナトリウム希釈液（有効塩素濃度200 

mg/L）やエタノール製剤（EtOH 50％と 67.1％）は微酸性

電解水よりも相対的に高い有効性を示したが、実際の使

用を想定すると以下のような点を指摘できる。浸漬使用

が基本である次亜塩素酸ナトリウム希釈液は、臭いによ

る作業環境悪化の問題点を抱えている。エタノール製剤

は大量に使用することはむずかしい。これに対して微酸

性電解水は、臭いがほとんどなく、生成装置を水道水蛇口

につないで連続的に生成できるので、良好な作業環境を

保ちつつ流水使用（かけ流しやオーバーフロー）できるア

ドバンテージをもっている。HACCP による衛生管理の制

度化 8)に伴って、微酸性電解水の食品分野における導入が

進展していくものと期待できる。 
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                 A) 各種カビ     B) Cladosporium    C) Penicillium 

図 2. 微酸性電解水の食品環境カビに対する経時的殺菌効果 
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Numerous fungi are inhabited around the food and food manufacturing environment. Such fungi usually adhere to 

the surface of the food and the container of the manufacturing environment. To minimize fungal damage of food and 

manufacturing environments, physical and/or chemical countermeasures should be set.  

In this article, slightly acidic electrolyzed water (SAEW) with pH 6.0 and 30 mg/L of available chlorine concentration, 

i.e. slightly acidic hypochlorous acid water, was examined for its fungicidal activity against 30 strains of food-borne fungi 

(30 species belonging to 23 genera) that are popular in food manufacturing environment. 

Consequently, it turned out that SAEW showed effective fungicidal activity against various food-borne fungi, 

especially strains of Penicillium and Cladosporium known as popular food-damaging fungi. 
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